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図１   桜島 最近１年間の地震・微動の状況（2009 年６月～2010 年６月 13 日）

0.5μrad（火口方向 UP）

▲：噴火

土石流 

桜 島（追加資料）

図２ 桜島 有村水管傾斜計火口方向の傾斜変動(2009 年１月～2010 年６月 15 日) 

               ＊潮汐補正済み 水管傾斜計は大隅河川国道事務所が設置 
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図３ 桜島 昭和火口噴火活動再開以降の昭和火口での爆発的噴火の空振振幅 

     （2008 年１月～2010 年６月１５日） 

図４ 地震波形最大振幅の 1分間時間平均と、爆発、微動 

     （2010 年５月１日～2010 年６月１５日） 
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図１ 桜島 観測点配置図 
（大隅）：大隅河川国道事務所設置 

地図の作成に当たっては、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

重富（大隅）★（南岳山頂の北北西約 13km）

図２ 桜島 昭和火口の月別噴火・爆発回数（2006 年１月～2010 年５月 31 日） 
 昭和火口では１～５月上旬までは爆発的噴火が多い状態で経過した。５月中旬以降減少した。
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桜島中央火口丘下へのマグマ供給量 

1 段目：有村観測坑道における傾斜変化（月平均） 

2 段目：傾斜変化量から推定した桜島中央火口丘下深さ 3.5km における体積変化量（月平均） 

3 段目：月別火山灰放出量 

4 段目：桜島中央火口丘下へのマグマ供給量の積算値 
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図６ 桜島 昭和火口噴火活動再開（2006 年６月）以降の地震・微動の状況 

（2006 年６月～2010 年５月 31 日） 
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第１１６回火山噴火予知連絡会 国土地理院

桜島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み
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浅間山 

 
 

図３※ 浅間山 最近の火山活動の推移（2002 年１月１日～2010 年５月 20 日） 

   ③の二酸化硫黄放出量グラフは産業技術総合研究所のデータも含む 

   ⑩の光波測距観測の測定は浅間山火山防災連絡事務所，補正処理は高木・他（2010）による 

   注）2008 年 7 月より黒斑山の高感度カメラを監視に用いており、火映の検知能力が向上している 
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富士山周辺　GPS連続観測基線図

第１１６回火山噴火予知連絡会 国土地理院

富士山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

富士山

 2008年後半頃から富士山を囲む基線で伸びの傾向が見られる。
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富士山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み
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● ---[F3:最終解] ○ ---[R3:速報解] 

2009/12/09 富士吉田周辺樹木移植
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                                               三宅島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４※ 三宅島 火山活動経過図（2000 年１月１日～2010 年５月 20 日） 

注１）③は、2005 年 11 月まで、海上保安庁、陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊、東京消防庁及び警視庁の協力を得

て観測したデータをもとに作成している。 

注２）③は、気象庁火山課、三宅島測候所、産業技術総合研究所地質調査総合センター及び東京工業大学火山流体 

研究センターが共同で行った。2000 年９月以降は COSPEC Ⅴ型（Resonance 製）、2005 年５月以降は COMPUSS によ

る観測結果をもとに作成。 

注３）④、⑤及び⑥は、地震タイプ別の計測を開始した 2001 年から掲載。 

＊火山性地震の計数基準を変更 

2009 年 10 月までは A 点上下動成分で最大振幅８μm/s 以上の地震を計数していたが、2009 年 11 月から A 点上下動成

分で最大振幅 12μm/s 以上を計数することに変更した。この変更は 2000 年に遡って適用している。そのため、過去の

予知連資料グラフと、第 115 回予知連以降の資料のグラフの地震回数は異なる。

機器障害のため欠測 

・山頂火口からの噴煙活動は、火口縁上概ね 200ｍで推移している。 
・山頂浅部を震源とするやや低周波地震は増減を繰り返しながら、やや多い状態が続いている。 
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別にマーカーを区別して表示．
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吾妻山 

Ｗ-６ 

Ｗ-３ 

Ｗ-６ａ 

④赤外画像（2010 年５月 16 日 15 時 07 分） 

天気：曇 

Ｗ-３ 

Ｗ-６ 

Ｗ-６ａ 

②赤外画像（2010 年５月６日 14 時 17 分） 

天気：晴 硫黄の燃焼による 

高温域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧火口 

大穴火口 

Ｗ-３

Ｗ-６ Ｗ-６ａ ●  ：観測ポイント

  ：撮影方向 

０     400ｍ

図３ 吾妻山 観測ポイント

及び可視画像と地表面

温度分布１）撮影範囲 

③可視画像（2010 年５月 16 日 15 時 07 分） 

Ｗ-６ 

Ｗ-６ａ 

Ｗ-３ 

図４ 吾妻山 大穴火口内北壁の可視画像と地表面温度分布１） 
① 、②：2010 年５月６日撮影  ③、④：2010 年５月 16 日撮影  

硫黄の燃焼による 

青白い煙 

① 可視画像（2010 年５月６日 14 時 17 分） 

Ｗ-６ 

Ｗ-６ａ 

Ｗ-３ 
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図８ 吾妻山 二酸化硫黄の放出量（●：トラバース法、◇：パニング法）２） 
２）火山ガス（二酸化硫黄）観測は、二酸化硫黄が紫外線を吸収する性質を利用し、噴煙を透過し

た紫外線の吸収量を測定することにより二酸化硫黄の量を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 吾妻山 大穴火口Ｗ-６噴気孔周辺の

日中の状況 

（2010 年５月６日 14 時 34 分撮影） 

実線赤丸は硫黄の燃焼による青白い煙

である。 

図７ 吾妻山 大穴火口Ｗ-６噴気孔の夜間の状況

（2010 年５月６日 18 時 59 分撮影） 

実線赤丸は硫黄が燃焼している個所であり、赤

又は白く見える。 

Ｗ－６ 
Ｗ－６ 

図５ 吾妻山 大穴火口周辺の状況 

（2010年１月29日 09時 51分、福島県警察本部撮影） 

2010 年 1 月 29 日 

福島県警察本部提供 

大穴火口 
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図２ 吾妻山 GPS連続及び繰返し観測による基線長変化図（2002年９月～2010年５月） 
上図の基線番号①～⑦は図１のGPS基線①～⑦に対応。 
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 微湯登山口入口 

 浄土平 

蓬莱山東 
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図１ 吾妻山 GPS連続及び繰り返し観測点配置図 
GPS基線①～⑦は図２の①～⑦に対応。 

この地図の作成には、国土地理院発行の「２万５千分の１地形図（吾妻山、土湯温泉）」を使用した。 

⑥ 
⑦ 
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